
 一般廃棄物（ごみ）処理基本計画策定の必要性と流れ 

１.一般廃棄物（ごみ）処理基本計画とは・・・  

10年から15年の長期的視点に立った市町村の一般廃棄物処理の基本方針を示す

もので、概ね5年ごとに見直しを行うほか、計画の前提となる諸条件に大きな変動

があった場合にも見直しを行うことが望ましいとされています。  

 

２.策定の必要性  

（１）根拠法  

・廃棄物の処理及び清掃に関する法律（以下「廃掃法」）第6条第1項  

市町村は、当該市町村の区域内の一般廃棄物の処理に関する計画（以下「一般廃

棄物処理計画」という。）を定めなければならない。  

 

宮代町は現在久喜市とともに久喜宮代衛生組合を設立し、久喜宮代清掃センタ

ーにおいて、ごみの焼却処理を行なっています。 

今後久喜市では新たにごみ処理施設を建設する計画で、これに伴い、現在組合

が所管する久喜宮代清掃センター、菖蒲清掃センター、八甫清掃センターは新た

なごみ処理施設に統合されます。 

新たなごみ処理施設稼働後、組合は解散し、宮代町のごみ処理は久喜市に委託

処理する予定です。 

このようなことから宮代町独自の「一般廃棄物（ごみ）処理基本計画」を策定

する必要があります。  

 

（２）公表の義務  

市町村は、一般廃棄物処理計画を定め、又はこれを変更したときは、遅滞なく、

これを公表するよう努めなければならない。  

 

（３）策定に関わる手引き・マニュアル  

「ごみ処理基本計画策定指針」  

平成２５年６月環境省 環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部 大臣官房廃棄

物・リサイクル対策部 

  

３.策定の流れ  

ごみ処理に関連する基本計画の策定の流れを下記に示します。 
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（1）計画の目的
（2）計画の位置づけ
（3）計画の目標年度

（1）分別区分
（2）ごみの排出状況
（3）ごみ処理システム及び現有施設の状況
（4）類似自治体との比較（システム評価）
（5）基本計画の取組の評価、検討

（1）排出抑制、資源化の現状と問題点
（2）収集・運搬の現状と問題点
（3）処理・処分の現状と問題点
（4）管理システムの現状と問題点

（1）ごみ処理の基本理念・基本方針
（2）ごみ処理の目標設定（減量化目標・資源化目標）
（3）将来目標をを勘案したごみ量の見通し（ごみ量予測）

（1）ごみ処理の排出抑制、再資源化計画
（2）収集・運搬計画
（3）中間処理計画
（4）最終処分計画
（5）その他のごみの処理に関し必要な事項

（1）排出抑制のための方策に関する事項及び分別の区分
（2）収集・運搬に関する事項
（3）中間処理に関する事項
（4）最終処分に関する事項
（5）処理施設の整備に関する事項
（6）市町村分別収集計画に関する事項

ごみ処理の現状

計画の基本的事項

処理計画の達成のための施策

今後のごみ処理計画

ごみ処理の目標設定

ごみ処理の課題

 

図 1 ごみ処理に関連する基本計画の策定の流れ 

 

 


